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１）「吉田寮の今後のあり方について」を受けての今後のあり方について」を受けて今後のあり方について」を受けての今後のあり方について」を受けてあり方について」を受けて方について」を受けてについて」を受けて」を受けてを受けて受けてけて」を受けて
　2019年 2月 12日、京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後今後のあり方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後あり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後について』（以下、本文書において「今後以下、本文書において「今後において「今後今後のあり方について』（以下、本文書において「今後

の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後あり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後」と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説う）と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説いう文書において「今後を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説開いてマスコミ向けにこれを説いてマスコミ向けにこれを説向けにこれを説けにこれを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説説

明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全しました。この今後のあり方について』（以下、本文書において「今後文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後なかで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全について大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説して配慮すること、および安全すること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説、および安全安全

性の観点からは新棟の居住について問題がないことのの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後観点からは新棟の居住について問題がないことのからは新棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後居住について問題がないことのについて問題がないことのがないこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後 2点からは新棟の居住について問題がないことのが確認されています。これは、吉田寮自治されています。これは、吉田寮自治

会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説してこれまで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説主張してきたことが認められたということで、前向きに評価できます。してきたこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説が認されています。これは、吉田寮自治められたと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説いうこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説、前向けにこれを説きに評価できます。で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説きます。

　しかし一方について』（以下、本文書において「今後で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自は「今後適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自」や「今後時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後変化と現在の社会的要請の下での責任ある自と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説現在の社会的要請の下での責任ある自の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後社会的要請の下での責任ある自の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後下で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後責任ある自ある自

治」を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説名目として、寄宿料・水光熱費を個別納入方式に変更することや自治会による入退寮選考を認と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説して、寄宿料・水光熱費を個別納入方式に変更することや自治会による入退寮選考を認を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説個別納入方について』（以下、本文書において「今後式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説に変更することや自治会による入退寮選考を認すること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説や自治会による入退寮選考を認を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説認されています。これは、吉田寮自治

めないこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説いった、新棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全居住について問題がないことの継続希望者に対する新たな条件を一方的に提示してきました。する新たな条件を一方的に提示してきました。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説一方について』（以下、本文書において「今後的に提示してきました。してきました。

　これまで吉田寮自治会は、「適切な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながら吉田寮の今後のあり方について」を受けて自治会は、「適切な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながらは、「適切な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながらな管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながら管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながら」を受けて、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながらある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながら自治」を受けての今後のあり方について」を受けて実現に向けて、試行錯誤しながらに向けて、試行錯誤しながらけて」を受けて、試行錯誤しながらしな管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながらがら

尽力してきました。して」を受けてきました。しかし、「今後今後のあり方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後あり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後」の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後中で大学当局はその事実について何ら言及しておらで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自はその今後のあり方について』（以下、本文書において「今後事実について何ら言及しておらについて何ら言及しておらら言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説及しておらしておら

ず、主張してきたことが認められたということで、前向きに評価できます。の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後根拠は単なる大学当局の印象でしかありません。このような、事実に基づかない印象操作は単なる大学当局の印象でしかありません。このような、事実に基づかない印象操作なる大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後印象でしかありません。このような、事実に基づかない印象操作で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しかあり方について』（以下、本文書において「今後ません。この今後のあり方について』（以下、本文書において「今後ような、事実について何ら言及しておらに基づかない印象操作づかない印象でしかありません。このような、事実に基づかない印象操作操作

で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説寮自治会を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説非難しながら一方的に方針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定するしながら一方について』（以下、本文書において「今後的に方について』（以下、本文書において「今後針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定するを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説提示してきました。するあり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後は、健全な学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後内民主主義を否定するを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説否定するする執行部

の今後のあり方について」を受けて暴走だと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説わざるを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説えません。以下で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は、私たちの取り組みを具体的に説明するとともに、大学当たちの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後取り組みを具体的に説明するとともに、大学当り方について』（以下、本文書において「今後組みを具体的に説明するとともに、大学当みを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説具体的に説明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全すると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説もに、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後当

局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後対する新たな条件を一方的に提示してきました。話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。に向けにこれを説けて、寮自治会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しての今後のあり方について』（以下、本文書において「今後提案を発表します。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説します。

２）吉田寮の今後のあり方について」を受けての今後のあり方について」を受けてこれまで吉田寮自治会は、「適切な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながらの今後のあり方について」を受けて管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながら・運営についてについて」を受けて

2-a) 対話を根幹とした運営を受けて根幹とした運営とした運営について
　吉田寮においては、全寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説構成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。される吉田寮自治会が責任ある自を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説持って管理・運営を担ってきましたって管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自・運営を担ってきましたを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説担ってきましたってきました。

寮運営を担ってきましたにあたって私たちの取り組みを具体的に説明するとともに、大学当たちは、「今後話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合いの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後原則」を大切にし、過剰な権力の介入を避け、起きた問題」を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説大切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自にし、過剰な権力の介入を避け、起きた問題な権力の介入を避け、起きた問題の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後介入を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説避け、起きた問題け、起きた問題きた問題がないことの

に一人一人が向けにこれを説き合って解決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限り減らし、すること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説目として、寄宿料・水光熱費を個別納入方式に変更することや自治会による入退寮選考を認指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限り減らし、してきました。特に、差別や抑圧を可能な限り減らし、に、差別や抑圧を可能な限り減らし、を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説可能な限り減らし、な限り減らし、り方について』（以下、本文書において「今後減らし、らし、

学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後ぶ権利を確保することに向けて努力してきました。権利を確保することに向けて努力してきました。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説確保することに向けて努力してきました。すること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説に向けにこれを説けて努力の介入を避け、起きた問題してきました。

2-b) 入寮の今後のあり方について」を受けて募集
　かつて男子学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後部学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたしか住について問題がないことのむこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説きなかった吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後門戸をあらゆる性を持つ学生、多様な国を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説あらゆる性の観点からは新棟の居住について問題がないことのを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説持って管理・運営を担ってきましたつ学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました、多様な国な国

からやってくる留学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたに開いてマスコミ向けにこれを説いたの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後も京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後執行部で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説はなく、私たちの取り組みを具体的に説明するとともに、大学当たち吉田寮自治会で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説した。

　入寮選考を認については、入寮選考を認委員会が希望者 1人1人を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説面接し、各々の経済状況など寮を必要とし、各々の経済状況など寮を必要との今後のあり方について』（以下、本文書において「今後経済状況など寮を必要となど寮を必要と寮を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説必要と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説

する理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自由を聞き、合格者を決定してきました。寮生の努力や工夫によって、様々な方を受け入れて今を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説聞き、合格者を決定してきました。寮生の努力や工夫によって、様々な方を受け入れて今き、合格者を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限り減らし、定するしてきました。寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後努力の介入を避け、起きた問題や工夫によって、様々な方を受け入れて今によって、様な国々の経済状況など寮を必要とな方について』（以下、本文書において「今後を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説受け入れて今け入れて今

日に至っています。っています。

2-c) 開かれた場を作るための試み、その象徴としての吉田寮食堂かれた場を作るための試み、その象徴としての吉田寮食堂を受けて作るための試み、その象徴としての吉田寮食堂る自治」の実現に向けて、試行錯誤しながらための今後のあり方について」を受けて試み、その今後のあり方について」を受けて象徴としての吉田寮食堂として」を受けての今後のあり方について」を受けて吉田寮の今後のあり方について」を受けて食堂
　さらに私たちの取り組みを具体的に説明するとともに、大学当たちは福利を確保することに向けて努力してきました。厚生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました施設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としてのと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しての今後のあり方について』（以下、本文書において「今後吉田寮だけで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説はなく、地域や世界に開かれた吉田寮としてのや世界に開かれた吉田寮としてのに開いてマスコミ向けにこれを説かれた吉田寮と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しての今後のあり方について』（以下、本文書において「今後

運営を担ってきましたにも取り組みを具体的に説明するとともに、大学当り方について』（以下、本文書において「今後組みを具体的に説明するとともに、大学当んで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説きました。後のあり方について』（以下、本文書において「今後述する吉田寮食堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合い、ラする吉田寮食堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合い、ラを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説起きた問題点からは新棟の居住について問題がないことのに、寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説地域や世界に開かれた吉田寮としてのの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後々の経済状況など寮を必要とと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説手を取り合い、ラを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説取り組みを具体的に説明するとともに、大学当り方について』（以下、本文書において「今後合い、ラ
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イブ、演劇、マーケット上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説やシンポジウムほかにも様々な文化的諸活動の場を作り上げてきました。昨ほかにも様な国々の経済状況など寮を必要とな文化と現在の社会的要請の下での責任ある自的諸活動の場を作り上げてきました。昨の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後場を作り上げてきました。昨を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説作り方について』（以下、本文書において「今後上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説げてきました。昨

年からは、吉田寮現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後歴史的文化と現在の社会的要請の下での責任ある自的価できます。値への理解を深めるため市民に向けた見学会を始めたほか昨への今後のあり方について』（以下、本文書において「今後理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自解を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説深めるため市民に向けた見学会を始めたほか昨めるため市民に向けにこれを説けた見を開いてマスコミ向けにこれを説学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後会を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説始めたほか昨めたほか昨

年9月には、吉田寮現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後保することに向けて努力してきました。存活用、再生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたプランを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説検討するシンポジウムを開催しました。するシンポジウムほかにも様々な文化的諸活動の場を作り上げてきました。昨を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説開いてマスコミ向けにこれを説催しました。しました。

「今後今後のあり方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後あり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後」で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は 2015年に補修も完了した吉田寮食堂も、使用禁止の対象とされています。食も完了した吉田寮食堂も、使用禁止の対象とされています。食した吉田寮食堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合い、ラも、使用禁止の対象とされています。食の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後対する新たな条件を一方的に提示してきました。象でしかありません。このような、事実に基づかない印象操作と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説されています。食

堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合い、ラは、1986年の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後炊フの配置転換により、給食機能を失いました。その代わり、使用者会議で寮生・フの配置転換により、給食機能を失いました。その代わり、使用者会議で寮生・の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後配置転換により、給食機能を失いました。その代わり、使用者会議で寮生・により方について』（以下、本文書において「今後、給食機能な限り減らし、を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説失いました。その代わり、使用者会議で寮生・いました。その今後のあり方について』（以下、本文書において「今後代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自わり方について』（以下、本文書において「今後、使用者会議で寮生・で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました・

寮外生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたが話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合いながら、イベント上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説スペースと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説して運営を担ってきましたし、これまで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説様な国々の経済状況など寮を必要とな表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説現活動の場を作り上げてきました。昨の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後拠は単なる大学当局の印象でしかありません。このような、事実に基づかない印象操作点からは新棟の居住について問題がないことのと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説なって

きました。現在の社会的要請の下での責任ある自で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は京都における、重要な文化と現在の社会的要請の下での責任ある自活動の場を作り上げてきました。昨・芸術活動の場を作り上げてきました。昨の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後一拠は単なる大学当局の印象でしかありません。このような、事実に基づかない印象操作点からは新棟の居住について問題がないことのと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説なっています。現に、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後

当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後主張してきたことが認められたということで、前向きに評価できます。する「今後退去期限り減らし、」以後のあり方について』（以下、本文書において「今後も活発にイベント上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説が開いてマスコミ向けにこれを説かれ、多くの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後に足を運んでもらっていますを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説運んで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説もらっています。

以上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後こと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説から、吉田寮食堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合い、ラは、京大の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後「今後基づかない印象操作本理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自念」に掲げられた、「地域の社会との連携を強め」に掲げられた、「地域の社会との連携を強めげられた、「今後地域や世界に開かれた吉田寮としてのの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後社会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後連携を強めを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説強めめ

る」こと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説、「今後国際交流を深める」ことの実践の現場であると考えています。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説深めるため市民に向けた見学会を始めたほか昨める」こと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後実について何ら言及しておら践の現場であると考えています。の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後現場を作り上げてきました。昨で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説あると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説考を認えています。

2-d)その今後のあり方について」を受けて他の取り組みの今後のあり方について」を受けて取り組みり方について」を受けて組みみ
　他にも吉田寮では、より良いあり方を志向して、様々な問題提起や試みが寮生や使用者により行わにも吉田寮で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は、より方について』（以下、本文書において「今後良いあり方を志向して、様々な問題提起や試みが寮生や使用者により行わいあり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説志向けにこれを説して、様な国々の経済状況など寮を必要とな問題がないことの提起きた問題や試みが寮生や使用者により行わみが寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたや使用者により方について』（以下、本文書において「今後行わ

れてきました。例えば、大学を筆頭とする公共施設には通常女／男別のトイレしかないために、トイえば、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説筆頭とする公共施設には通常女／男別のトイレしかないために、トイと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説する公共施設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としてのには通常女／男別の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後ト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説イレしかないために、トイしかないために、ト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説イ

レしかないために、トイを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説使う時に、自分の望まない性のあり方を強要されたり、そのためにトイレを我慢しなければいけの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後望まない性の観点からは新棟の居住について問題がないことのの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後あり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説強め要されたり方について』（以下、本文書において「今後、その今後のあり方について』（以下、本文書において「今後ためにト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説イレしかないために、トイを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説我慢しなければいけしなければいけ

ないと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説いう問題がないことのがあり方について』（以下、本文書において「今後ます。この今後のあり方について』（以下、本文書において「今後こと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説から、吉田寮新棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説建設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としてのする際には、寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました間の話し合いによりの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合いにより方について』（以下、本文書において「今後、

寮内ト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説イレしかないために、トイの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後オールジェンダー（以下、本文書において「今後性の観点からは新棟の居住について問題がないことの不問・完全個室）化と現在の社会的要請の下での責任ある自を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説図ることとしました。また、日本語を得意ること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しました。また、日本語を得意を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説得意

と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説する人と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説そうで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説ない人と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後情報格差を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説埋めることを目的とした「言語支援局」を設立し、ビラ・資めること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説目として、寄宿料・水光熱費を個別納入方式に変更することや自治会による入退寮選考を認的と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説した「今後言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説語を得意支援局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自」を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としての立し、ビラ・資し、ビラ・資

料の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後多言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説語を得意化と現在の社会的要請の下での責任ある自の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後試みが寮生や使用者により行わみを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説行ってきました。

2-e)居住管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながらに関してして」を受けて
　「今後今後のあり方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後あり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後」で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は、居住について問題がないことの実について何ら言及しておら態の管理についても言及がありました。この点については、これまの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自についても言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説及しておらがあり方について』（以下、本文書において「今後ました。この今後のあり方について』（以下、本文書において「今後点からは新棟の居住について問題がないことのについては、これま

で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は入寮選考を認委員会が部屋割りを作成し、居住の実態まで含めて適切に把握をしてきました。り方について』（以下、本文書において「今後を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説作成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し、居住について問題がないことのの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後実について何ら言及しておら態の管理についても言及がありました。この点については、これままで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説含めて適切に把握をしてきました。めて適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自に把握をしてきました。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説してきました。

　居住について問題がないことの実について何ら言及しておら態の管理についても言及がありました。この点については、これまの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後把握をしてきました。にあたっては、寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました個人の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後プライバシーには極力の介入を避け、起きた問題配慮すること、および安全しています。また、相部屋制

度や共有スペースの確保などで寮生同士に日常的な顔の見える関係性があることによって、災害時にや共有スペースの確保などで寮生同士に日常的な顔の見える関係性があることによって、災害時にスペースの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後確保することに向けて努力してきました。など寮を必要とで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました同士に日常的な顔の見える関係性があることによって、災害時にに日常的な顔の見える関係性があることによって、災害時にの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後見を開いてマスコミ向けにこれを説える関係性の観点からは新棟の居住について問題がないことのがあること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説によって、災害時に

協力の介入を避け、起きた問題して対する新たな条件を一方的に提示してきました。応したり、孤立を防いだりしてきた面があります。したり方について』（以下、本文書において「今後、孤立し、ビラ・資を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説防いだりしてきた面があります。いだり方について』（以下、本文書において「今後してきた面があり方について』（以下、本文書において「今後ます。

　京大当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自は、職員の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後立し、ビラ・資ち入り方について』（以下、本文書において「今後が拒まれているかのような書き方をしています。しかし、これは明らまれているかの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後ような書において「今後き方について』（以下、本文書において「今後を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しています。しかし、これは明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全ら

かな事実について何ら言及しておら誤認されています。これは、吉田寮自治もしくは印象でしかありません。このような、事実に基づかない印象操作操作で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説す。まず、前提と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説して寮は生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました活空間の話し合いによりで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説すの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説、職員と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説いえど寮を必要と不必要

に部屋に立し、ビラ・資ち入ること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は好ましいことではありません。また、寮内で起こる生活上の問題などは職員ましいこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説はあり方について』（以下、本文書において「今後ません。また、寮内で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説起きた問題こる生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました活上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後問題がないことのなど寮を必要とは職員

の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後立し、ビラ・資ち入り方について』（以下、本文書において「今後で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説解決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限り減らし、するわけで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説もあり方について』（以下、本文書において「今後ません。それで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説も、職員が立し、ビラ・資ち入り方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後必要性の観点からは新棟の居住について問題がないことのを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説説明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全すれば、寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました

が立し、ビラ・資ち入り方について』（以下、本文書において「今後を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説妨害すること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説はあり方について』（以下、本文書において「今後ませんで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説した。現に、消防いだりしてきた面があります。設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としての備点からは新棟の居住について問題がないことの検や設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としての備補修も完了した吉田寮食堂も、使用禁止の対象とされています。食の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後際には、業者が寮

内に立し、ビラ・資ち入ること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説があり方について』（以下、本文書において「今後ました。

2-f)まとめ
　この今後のあり方について』（以下、本文書において「今後ように、吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後運営を担ってきましたは、寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説中で大学当局はその事実について何ら言及しておら心とした当事者が主体的に試行錯誤をしながら担ってきまと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説した当事者が主体的に試みが寮生や使用者により行わ行錯誤を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しながら担ってきましたってきま

した。もちろん、すべての今後のあり方について』（以下、本文書において「今後活動の場を作り上げてきました。昨がうまくいったわけで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説も、すべてが正しかったわけでもないと思いましかったわけで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説もないと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説思いまいま

す。ただ、これらの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後取り組みを具体的に説明するとともに、大学当り方について』（以下、本文書において「今後組みを具体的に説明するとともに、大学当みが長い歴史を積み重ね、その延長に現在の私たちの自治があることは、い歴史を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説積み重ね、その延長に現在の私たちの自治があることは、み重ね、その今後のあり方について』（以下、本文書において「今後延長い歴史を積み重ね、その延長に現在の私たちの自治があることは、に現在の社会的要請の下での責任ある自の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後私たちの取り組みを具体的に説明するとともに、大学当たちの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後自治があること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は、

この今後のあり方について』（以下、本文書において「今後社会において少なからず意義があることだと考えています。なからず意義を否定するがあること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説だと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説考を認えています。
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３）私たちが残したいものたちが残したいものしたいもの今後のあり方について」を受けて
　私たちの取り組みを具体的に説明するとともに、大学当たちは、経済的困難をはじめとする様々な事情を抱えた学生の福利厚生施設を受けてはじめとする自治」の実現に向けて、試行錯誤しながら様々な事情を抱えた学生の福利厚生施設な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながら事情を抱えた学生の福利厚生施設を受けて抱えた学生の福利厚生施設えた学生の福利厚生施設の今後のあり方について」を受けて福利厚生の福利厚生施設施設と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しての今後のあり方について』（以下、本文書において「今後吉田寮、ま

た豊かな自治が行われ多様な人が集い交わるこの場かな自治が行われ多様な人が集い交わるこの場自治が行われ多様な人が集い交わるこの場が行われ多様な人が集い交わるこの場行われ多様な人が集い交わるこの場われ多様な人が集い交わるこの場多様な人が集い交わるこの場な自治が行われ多様な人が集い交わるこの場人が集い交わるこの場が行われ多様な人が集い交わるこの場集い交わるこの場い交わるこの場交わるこの場わるこの場場を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説、吉田寮の今後のあり方について」を受けて現に向けて、試行錯誤しながら棟の歴史的な価値の今後のあり方について」を受けて歴史的な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながら価値と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説もに後のあり方について』（以下、本文書において「今後世に残

していきたいと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説思いまっています。そしてそういった吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後存在の社会的要請の下での責任ある自意義を否定するを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説保することに向けて努力してきました。ち続けるために、寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました自らが

最適な寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後運営を担ってきましたを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説主体的に決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限り減らし、定するするための今後のあり方について』（以下、本文書において「今後機関と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しての今後のあり方について』（以下、本文書において「今後寮の今後のあり方について」を受けて自治会は、「適切な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながらが、必要不可欠であると考えます。で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説あると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説考を認えます。

　吉田寮はいかなる場を作り上げてきました。昨所であるべきか。吉田寮は、京大で学ぶ人の権利を保障するための福利厚生施で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説あるべきか。吉田寮は、京大で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後ぶ権利を確保することに向けて努力してきました。人の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後権利を確保することに向けて努力してきました。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説保することに向けて努力してきました。障するための福利厚生施するための今後のあり方について』（以下、本文書において「今後福利を確保することに向けて努力してきました。厚生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました施

設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としてので発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説あること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説うまで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説もなく、その今後のあり方について』（以下、本文書において「今後他にも吉田寮では、より良いあり方を志向して、様々な問題提起や試みが寮生や使用者により行わ京大の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました、そうで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説ない学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました、教職員、地域や世界に開かれた吉田寮としてのの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後など寮を必要と、様な国々の経済状況など寮を必要と

な人が集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役割を果い、交流を深める」ことの実践の現場であると考えています。し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役割を果を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説共有スペースの確保などで寮生同士に日常的な顔の見える関係性があることによって、災害時にし新たな文化と現在の社会的要請の下での責任ある自を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説創造するパブリックスペースとして一定の役割を果するパブリックスペースと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説して一定するの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後役割りを作成し、居住の実態まで含めて適切に把握をしてきました。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説果

たしてきました。この今後のあり方について』（以下、本文書において「今後ようなあり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説こそ、残していくべきだと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説私たちの取り組みを具体的に説明するとともに、大学当たちは考を認えています。これは、京

大の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後「今後基づかない印象操作本理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自念」に掲げられた、「地域の社会との連携を強め」に掲げられた、「地域の社会との連携を強めげられているような「開かれた場を作るための試み、その象徴としての吉田寮食堂かれた大学」を受けてと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説いう理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自想に沿うものでしょう。こうしに沿うものでしょう。こうしうもの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しょう。こうし

た理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自想に沿うものでしょう。こうしの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後実について何ら言及しておら現の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後ために、吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後今後のあり方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後あり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限り減らし、めていく過程において、実際に関わる当事者の意において、実について何ら言及しておら際に関わる当事者の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後意

見を開いてマスコミ向けにこれを説を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説尊重してほしいと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説願っています。現執行部の進める方策は、寮生を「無責任」だと非難こそしてっています。現執行部の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後進める方策は、寮生を「無責任」だと非難こそしてめる方について』（以下、本文書において「今後策は、寮生を「無責任」だと非難こそしては、寮生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説「今後無責任ある自」だと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説非難しながら一方的に方針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定するこそして

も、この今後のあり方について』（以下、本文書において「今後場を作り上げてきました。昨所であるべきか。吉田寮は、京大で学ぶ人の権利を保障するための福利厚生施にど寮を必要との今後のあり方について』（以下、本文書において「今後ような価できます。値への理解を深めるため市民に向けた見学会を始めたほか昨を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説見を開いてマスコミ向けにこれを説出し、今後どのように運営していきたいのか、ビジョンに乏しいし、今後のあり方について』（以下、本文書において「今後ど寮を必要との今後のあり方について』（以下、本文書において「今後ように運営を担ってきましたしていきたいの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後か、ビジョンに乏しいしい

と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説わざるを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説えません。

４）大学執行部との今後のあり方について」を受けて信頼関して係回復に向けてに向けて、試行錯誤しながらけて」を受けて
　円滑な寮運営には、大学当局との信頼関係が不可欠であることは確かです。従来は、大学の責任者な寮運営を担ってきましたには、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後信頼関係が不可欠であると考えます。で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説あること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は確かで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説す。従来は、大学の責任者は、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後責任ある自者

と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説共に議で寮生・論し、落としどころを見つけて手を取り合いそれを実現してきました。吉田寮食堂の補修やし、落としどころを見つけて手を取り合いそれを実現してきました。吉田寮食堂の補修やと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しど寮を必要ところを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説見を開いてマスコミ向けにこれを説つけて手を取り合い、ラを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説取り組みを具体的に説明するとともに、大学当り方について』（以下、本文書において「今後合いそれを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説実について何ら言及しておら現してきました。吉田寮食堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合い、ラの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後補修も完了した吉田寮食堂も、使用禁止の対象とされています。食や

新棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全建設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としてのは、その今後のあり方について』（以下、本文書において「今後信頼関係の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後大きな成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。果で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説す。これは、寮自治会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説京大の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後その今後のあり方について』（以下、本文書において「今後時々の経済状況など寮を必要との今後のあり方について』（以下、本文書において「今後役職者が、と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説も

に「対話を根幹とした運営」を受けてを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説尊重してきたからこそで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説す。

　しかしここ数年、と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説り方について』（以下、本文書において「今後わけ現在の社会的要請の下での責任ある自の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後寮関係の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後責任ある自者で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説ある川添理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自事就任ある自以降はそれがうまく機能しなはそれがうまく機能な限り減らし、しな

くなっています。従来は、大学の責任者行われてきた建設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としての的な話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合いの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後場を作り上げてきました。昨を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説持って管理・運営を担ってきましたつこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は拒まれているかのような書き方をしています。しかし、これは明ら絶され、歴代の大学責任者され、歴代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後責任ある自者

と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後合意事項をまとめた書面である確約書は一方的に無効とされています。具体的な議論もなく一方を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説まと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説めた書において「今後面で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説ある確約書において「今後は一方について』（以下、本文書において「今後的に無効とされています。具体的な議論もなく一方と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説されています。具体的な議で寮生・論し、落としどころを見つけて手を取り合いそれを実現してきました。吉田寮食堂の補修やもなく一方について』（以下、本文書において「今後

的に確約書において「今後を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説無効とされています。具体的な議論もなく一方だと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説主張してきたことが認められたということで、前向きに評価できます。する現理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自事の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後姿勢は、これまでの役職者がその時々判断を下して署名しては、これまで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後役職者がその今後のあり方について』（以下、本文書において「今後時々の経済状況など寮を必要と判断を下して署名してを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説下して署名して

きたと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説いう事実について何ら言及しておらを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説著しく軽視したものであると考えます。しく軽視したものであると考えます。したもの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説あると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説考を認えます。

　一方について』（以下、本文書において「今後で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説、寮自治会は現在の社会的要請の下での責任ある自の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後信頼関係の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後破壊の責任がすべて大学の執行部および川添理事にあるとはの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後責任ある自がすべて大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後執行部および安全川添理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自事にあると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は

考を認えていません。話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合いで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説合意に至っています。らなかった場を作り上げてきました。昨合、一方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後みに責任ある自を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説押し付けることは適切ではし付けることは適切ではけること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は

なく、寮自治会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しても自らの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後責任ある自を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説重く受け入れて今け止の対象とされています。食めています。

　しかし、入寮募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役割を果を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説一方について』（以下、本文書において「今後的に「今後無責任ある自」と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説非難しながら一方的に方針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定するされること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説には疑問を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説感じます。現棟の老朽化につじます。現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後老朽化と現在の社会的要請の下での責任ある自につ

いては、居住について問題がないことのしている私たちの取り組みを具体的に説明するとともに、大学当たちこそ、と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説ても憂慮すること、および安全しており方について』（以下、本文書において「今後、その今後のあり方について』（以下、本文書において「今後対する新たな条件を一方的に提示してきました。策は、寮生を「無責任」だと非難こそしてを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説 30年以上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説も前から求めてきまめてきま

した。と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説ころが、これらに真摯な対応がなされることがなく、今後の老朽化対策案についても何ら明な対する新たな条件を一方的に提示してきました。応したり、孤立を防いだりしてきた面があります。がなされること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説がなく、今後のあり方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後老朽化と現在の社会的要請の下での責任ある自対する新たな条件を一方的に提示してきました。策は、寮生を「無責任」だと非難こそして案を発表します。についても何ら言及しておらら明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全

示してきました。しないまま、「今後募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役割を果停止の対象とされています。食要請の下での責任ある自」は出し、今後どのように運営していきたいのか、ビジョンに乏しいされました。要請の下での責任ある自を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説受け入れて今けて、寮自治会からは、内部で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説議で寮生・論し、落としどころを見つけて手を取り合いそれを実現してきました。吉田寮食堂の補修やを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説積み重ね、その延長に現在の私たちの自治があることは、

み重ね、「今後話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合いで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説合意がなされれば部分の望まない性のあり方を強要されたり、そのためにトイレを我慢しなければいけ的に退去する用意もある」こと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自に対する新たな条件を一方的に提示してきました。して説明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全

してきました。さらに自治会が譲歩を重ね大学の提示する条件（参加者を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説重ね大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後提示してきました。する条件を一方的に提示してきました。（以下、本文書において「今後参加者 10名まで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説、傍聴不可、時間の話し合いにより

を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説2時間の話し合いによりの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後みと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説し途中で大学当局はその事実について何ら言及しておらで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説打ち切りも可能にするなどの多くの制限）を受け入れ、行われた二度の話しち切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自り方について』（以下、本文書において「今後も可能な限り減らし、にするなど寮を必要との今後のあり方について』（以下、本文書において「今後多くの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後制限り減らし、）を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説受け入れて今け入れ、行われた二度や共有スペースの確保などで寮生同士に日常的な顔の見える関係性があることによって、災害時にの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し
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合いの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後中で大学当局はその事実について何ら言及しておらで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は、こちらからは、さらに具体化と現在の社会的要請の下での責任ある自した補修も完了した吉田寮食堂も、使用禁止の対象とされています。食案を発表します。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説提示してきました。しました。しかし、川添理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自事は「今後意見を開いてマスコミ向けにこれを説

は聞き、合格者を決定してきました。寮生の努力や工夫によって、様々な方を受け入れて今くが合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。はするつもり方について』（以下、本文書において「今後はない」と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説い放ち、こちらの案への応答を拒否し、こちらからの説ち、こちらの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後案を発表します。への今後のあり方について』（以下、本文書において「今後応したり、孤立を防いだりしてきた面があります。答を拒否し、こちらからの説を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説拒まれているかのような書き方をしています。しかし、これは明ら否し、こちらからの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後説

明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説さえぎる形で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説恫喝するなど、話し合いの前提を崩しました。理事がいまだに恫喝というハラスメするなど寮を必要と、話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。し合いの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後前提を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説崩しました。理事がいまだに恫喝というハラスメしました。理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自事がいまだに恫喝するなど、話し合いの前提を崩しました。理事がいまだに恫喝というハラスメと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説いうハラスメ

ント上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説行為について、謝罪を拒み続けていることからも、当事者に対して真摯に向き合い合意を形成すについて、謝罪を拒み続けていることからも、当事者に対して真摯に向き合い合意を形成すを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説拒まれているかのような書き方をしています。しかし、これは明らみ続けていること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説からも、当事者に対する新たな条件を一方的に提示してきました。して真摯な対応がなされることがなく、今後の老朽化対策案についても何ら明に向けにこれを説き合い合意を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。す

る意思いまがないように思いまわれます。

　入寮募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役割を果については、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自が募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役割を果停止の対象とされています。食要請の下での責任ある自を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説喧伝する中でも数十人の入寮希望者が毎年ありまする中で大学当局はその事実について何ら言及しておらで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説も数十人の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後入寮希望者が毎年あり方について』（以下、本文書において「今後ま

した。しかし募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役割を果停止の対象とされています。食要請の下での責任ある自が一方について』（以下、本文書において「今後的なもの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説あったと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しても、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後当局は「適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後要請の下での責任ある自に逆らったことに問題らったこと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説に問題がないことの

が全く無かったと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は思いまいません。しかし、それだけ寮を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説必要と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説する学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたが毎年おり方について』（以下、本文書において「今後、今もいると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説いう

事実について何ら言及しておらは、真摯な対応がなされることがなく、今後の老朽化対策案についても何ら明に受け入れて今け止の対象とされています。食められるべきで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説はないで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しょうか。吉田寮への今後のあり方について』（以下、本文書において「今後入寮を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説求めてきまめる学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後中で大学当局はその事実について何ら言及しておらには、学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後

費を個別納入方式に変更することや自治会による入退寮選考を認、生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました活費を個別納入方式に変更することや自治会による入退寮選考を認の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後全額を自ら支弁しなければならない苦学生や、学位課程の学生とさほど変わらぬ学費をを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説自ら支弁しなければならない苦学生や、学位課程の学生とさほど変わらぬ学費をしなければならない苦学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたや、学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後位課程において、実際に関わる当事者の意の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説さほど寮を必要と変わらぬ学費を学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後費を個別納入方式に変更することや自治会による入退寮選考を認を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説

納入しなければならないにも関わらず、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後からの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後授業料減らし、免をはじめとする経済支援を受けられなを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説はじめと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説する経済支援を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説受け入れて今けられな

い種別の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後、いわゆる非正しかったわけでもないと思いま規学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきましたなど寮を必要と、吉田寮に入寮で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説きなければ京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後における学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後習・研究を諦めを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説諦めめ

ざるを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説得ない者も多数います。吉田寮自治会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説して、京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後福利を確保することに向けて努力してきました。厚生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました施設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としてのを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説必要と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説している人々の経済状況など寮を必要と

に応したり、孤立を防いだりしてきた面があります。えること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説も、大事な責務であったと私たちは考えています。で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説あったと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説私たちの取り組みを具体的に説明するとともに、大学当たちは考を認えています。

５）吉田寮の今後のあり方について」を受けて自治会は、「適切な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながらからの今後のあり方について」を受けて提案
　自治の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後あり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後については、一方について』（以下、本文書において「今後的な通告ではなく対話によって合意が図られるべきものだと私たちで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説はなく対する新たな条件を一方的に提示してきました。話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。によって合意が図ることとしました。また、日本語を得意られるべきもの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後だと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説私たちの取り組みを具体的に説明するとともに、大学当たち

寮自治会は考を認えます。大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後執行部が独断を下して署名してで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限り減らし、定するし、当事者と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後合意なく決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限り減らし、定するした方について』（以下、本文書において「今後針を提示するあり方は、健全な学内民主主義を否定するが押し付けることは適切ではし付けることは適切ではけられ

るだけの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後あり方について』（以下、本文書において「今後方について』（以下、本文書において「今後は適切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説は言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説えません。今回京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後が新棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全居住について問題がないことのに際して提示してきました。した現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全および安全食

堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合い、ラからの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後退去、新棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後居住について問題がないことの継続に関する、入寮募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役割を果停止の対象とされています。食を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説含めて適切に把握をしてきました。めた 6条件を一方的に提示してきました。はあまり方について』（以下、本文書において「今後に唐突であり、福で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説あり方について』（以下、本文書において「今後、福

利を確保することに向けて努力してきました。厚生で構成される吉田寮自治会が責任を持って管理・運営を担ってきました施設としての吉田寮だけではなく、地域や世界に開かれた吉田寮としての及しておらび安全自治寮と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説しての今後のあり方について』（以下、本文書において「今後吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後質を大きく損なうものだと考えています。を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説大きく損なうものだと考えています。なうもの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後だと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説考を認えています。

　しかし同時に吉田寮自治会は、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後執行部が提示してきました。した条件を一方的に提示してきました。の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後全てを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説否定するすること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説はしません。破壊の責任がすべて大学の執行部および川添理事にあるとは
された信頼関係回復の事始め、大学の執行部と吉田寮自治会が手を取り合いより良い京都大学を作っの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後事始めたほか昨め、大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後執行部と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説吉田寮自治会が手を取り合い、ラを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説取り組みを具体的に説明するとともに、大学当り方について』（以下、本文書において「今後合いより方について』（以下、本文書において「今後良いあり方を志向して、様々な問題提起や試みが寮生や使用者により行わい京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説作っ
ていく第一歩を重ね大学の提示する条件（参加者と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説して、
　１．安全性の観点からは新棟の居住について問題がないことのの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後担ってきました保することに向けて努力してきました。されている吉田寮食堂を起点に、寮生と地域の方々と手を取り合い、ラの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後継続使用
　２．清掃や点検といった吉田寮自治会による従来通りの現棟の維持・管理や点からは新棟の居住について問題がないことの検と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説いった吉田寮自治会による従来は、大学の責任者通り方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後維持って管理・運営を担ってきました・管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自
上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説記の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後二点からは新棟の居住について問題がないことのを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説合意で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説きるの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説あれば、安全確保に向け五月末をめどとした現棟の居住取りやめを行うに向けて、試行錯誤しながらけ五月末をめどとした現棟の居住取りやめを行うを受けてめどとした現に向けて、試行錯誤しながら棟の歴史的な価値の今後のあり方について」を受けて居住取り組みり方について」を受けてやめを受けて行う

こと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説明しました。この文書のなかでは、現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全します。

　なお、2019年度や共有スペースの確保などで寮生同士に日常的な顔の見える関係性があることによって、災害時に春季入寮募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役割を果に関しては現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全への今後のあり方について』（以下、本文書において「今後募集い、交流し、知識を共有し新たな文化を創造するパブリックスペースとして一定の役割を果を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説り方について』（以下、本文書において「今後やめ、安全性の観点からは新棟の居住について問題がないことのが十分の望まない性のあり方を強要されたり、そのためにトイレを我慢しなければいけに保することに向けて努力してきました。障するための福利厚生施されてい

る新棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全に限り減らし、定するして通常の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後日程において、実際に関わる当事者の意で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説行います。　

　そして吉田寮自治会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後現棟の歴史的経緯について大学として配慮すること、および安全老朽化と現在の社会的要請の下での責任ある自対する新たな条件を一方的に提示してきました。策は、寮生を「無責任」だと非難こそしてを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説はじめと言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説する種々の経済状況など寮を必要との今後のあり方について』（以下、本文書において「今後議で寮生・題がないことのの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後建設的な管理」、「責任ある自治」の実現に向けて、試行錯誤しながら対話を根幹とした運営の今後のあり方について」を受けて再開かれた場を作るための試み、その象徴としての吉田寮食堂を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説求めてきまめま

す。私たちの取り組みを具体的に説明するとともに、大学当たちは、京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後が法的手を取り合い、ラ段によってではなく、吉田寮自治会との対話によってこの問題を解によってで発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説はなく、吉田寮自治会と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後対する新たな条件を一方的に提示してきました。話による合意形成に向けて、寮自治会としての提案を発表します。によってこの今後のあり方について』（以下、本文書において「今後問題がないことのを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説解

決することを目指してきました。特に、差別や抑圧を可能な限り減らし、で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説きると言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説信じています。大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後執行部が、京都大学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後「今後基づかない印象操作本理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自念」に掲げられた、「地域の社会との連携を強め」にも掲げられた、「地域の社会との連携を強めげている「今後自由を聞き、合格者を決定してきました。寮生の努力や工夫によって、様々な方を受け入れて今の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後学は『吉田寮の今後のあり方について』（以下、本文書において「今後風」」

「今後自由を聞き、合格者を決定してきました。寮生の努力や工夫によって、様々な方を受け入れて今と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説調和」といった観点を尊重して判断をされることを切に望みます。」と言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説いった観点からは新棟の居住について問題がないことのを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説尊重して判断を下して署名してを公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説されること言う）という文書を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説を公式サイト上で発表し、記者会見を開いてマスコミ向けにこれを説切な管理」や「時代の変化と現在の社会的要請の下での責任ある自に望みます。
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